
 

 

新浜地区 大規模雨水処理施設整備事業計画（福山市） 

 

（様式１） 

項  目 内 容 ・ 施 策 等 
選定理由  新浜ポンプ場は、1959年（昭和34年）に供用を開始した合流式のポンプ場で、供用開

始から60年以上が経過している。新浜浄化センターを廃止したことに伴い、汚水中継ポ
ンプ場の機能は廃止しており、現在は雨水ポンプ場として運用しているが、施設・設備
は老朽化が著しく、現行の耐震基準も満足していない。適切な機能確保を図り浸水被害
を軽減するため、集中的な雨水処理施設の改築を実施する必要がある。 

整備目標 ① 本計画における対象降雨 
  ・ハード整備による整備水準の目標：42mm／hr 

② 目標設定 
ⅰ)生命の保護の観点  ：当該地域に存在する要配慮者利用施設 111 か所（社会福

祉施設 64 か所、学校 18 か所、医療施設 29 か所）の浸
水被害を軽減する。 

ⅱ)都市機能の確保の観点：市役所、駅、医療機関等の浸水被害を軽減する。 
ⅲ)個人財産の保護の観点：家屋の浸水被害を軽減する。 
ⅳ)その他       ：特になし 

 
項  目 内 容 ・ 施 策 等 
内 水 ハ ザ
ー ド マ ッ
プ 策 定 状
況 

・ 有  (平成  年 月 日策定済み) 
・ 策定予定 (令和８年３月末策定予定) 

 

主な 
事業 
内容 
 

公
助 

ハード
対策 

下水道管理者 ・新浜ポンプ場改築工事  
 

下水道管理者 
以外 

・該当なし 

 
ソフト
対策 

下水道管理者 ・内水ハザードマップの作成・公表 
 

下水道管理者 
以外 

・該当なし 

自
助 

ハード
対策 

 ・止水板の設置 
 

ソフト
対策 

 ・地区防災計画の作成と訓練の実施 
 



備考）事業内容については主な施策について具体的な実施数量を記述 
また、下水道管理者以外が行う施策については、道路管理者など実施主体、制度要綱等を具体的に記述 
 
＊下水道施設の改築（浸水に対する安全度の向上を伴わないもの）を実施する場合には、当該施設の改

築を下水道ストックマネジメント計画に位置づけること。（総合地震対策計画に位置づけられている
場合を除く） 

 
年度計画（百万円） 

名称 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 計 

設計 51 62       113 

土木工事  208 1,020 664 267 881 139 1,292 4,471 

建築工事    214 110   36 360 

プラント機械工事    379 1,424 269 318 447 2,837 

プラント電気工事    191 717 136 160 226 1,430 

計 51 270 1,020 1,448 2,518 1,286 617 2,001 9,211 
 

項  目 内 容 ・ 施 策 等 
整備効果  

・設置から 60 年以上が経過している新浜地区のポンプ場について、雨水排水機能を適切
に確保する。（553m3/分） 

 
ソフト対策、自助の整備効果等： 

内水ハザードマップによる情報提供及び建築物内部の浸水を防止する止水板の設置に
より、浸水被害の軽減を図る。 
 

放 流 先 河
川 と の 調
整状況 

該当なし 

その他 特になし 
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